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蓬田村・蟹田町消防団合同観閲式

六

月
三

十
日

、
蓬
田

村

・
蟹
田

町

消

防
団

合
同

観
閲

式

が
、
蓬
田

小

学
校

グ

ラ

ン
ド
で
開

催

さ

れ
ま

し
た

。

当
日

は
蓬
田

村

か
ら

八
分
団

一

七
四
名

、

蟹
田

町

か
ら
十

一
分

団

二
（

二

名

が
参

加
し

、
人

員

・
姿

勢
・
服

装

の
点

検
、

閲
兵

、
機

械

器
具
の

点
検

、

ポ

ン
プ
操

法
、

分

列

行

進
を
実

施

。

ど
の
分

団

も
厳

し

い
訓

練

を
積

み
重

ね
て

き

た
だ

け

に
、
き

び

き
び
し

た
態

度

で
日

ご
ろ

の
成

果

を
披
露
し

ま

し

た
。

消

防
団

は
消

防
組
織

法

に
基

づ

く
消
防

機
関

で

、
郷
土

愛

の
精

神

に
支

え
ら

れ
た

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア
的

な
組
織

で

す
。

団
員

は
本
業

を
持

っ
て

い
ま

す
が

、
火

災

な
ど
の
緊

急
時

に
は
住

民

の
生
命

、

財
産

を

守

る
た
め

に
勇
敢
に
行
動
し

ま
す
。

団
員

は
消

防
団

長

の
指
揮

に
従

い
、
消

火
活

動

、
残
火

処

理
、

被

災
者

の

救
護

に

あ
た

り
ま

す
。
地

震

、
風

水
害

な

ど
の
大

災
害

の
場

合

は
率
先

し

て
住

民

を
守

る
た

め

に
働
き

ま

す
。

こ
の
よ

う

に
、
消

防
団

は
住

民

の
暮

ら
し

と
安

全

を

守

る
重
要

な

役
割

を
持

っ
て

い
る

の

で

す
。７月

８月

９月
昭昭和59年
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○
青
森
県
消
防
協
会
会
長
表
彰

○
表
彰
旗

蓬
田
村
消
防
団

○
表
彰
状

蓬
田
村
消
防
団
第
二
分
団

○
有
功
章

副
団
長
　
坂
本
秀
行

○
勤
功
章

本
団
部
長
　

高
田
　
栄

○
永
年
勤
続
章

（
二
十
五
年
）

副
団
長
　
　

坂
本
秀
行

分
団
長
　
　

佐
井
　
斉

副
分
団
長
　
稲
葉
亮
兵
衛

班
長
　
　
　

佐
井
岩
男

（
二
十
年
）

分
団
長
　
　

高
田
重
義

団
員
　
　
　

八
幡
枉
舂

（
十
五
年
）

副
分
団
長
　
八
戸
年
美

μ
　
　
　
　

青
木
憲
正

部
長
　
　
　

小
鹿
秀
敏

μ
　
　
　
　

森
　
清
秀

μ
　
　
　
　

加
藤
継
悦

団
員
　
　
　

古
川
武
道

μ
　
　
　
　

八
幡
正
一

り
　
　
　
　

佐
井
良
百
生

（
十
年
）

副
分
団
長
　

木
戸
鉄
雄

り
　
　
　
　

武
井
良
一

団
員
　
　
　

松
本
龍
一

μ
　
　
　
　

佐
藤
信
彦

μ
　
　
　
　

青
木
繁
一

蓬田村・蟹田町消防団合同観閲式表彰者

”
　
　
　
　

福
田
幸
生

り
　
　
　
　

木
村
陸
奥
男

μ
　
　
　
　

越
田
栄
治

々
　
　
　
　

小
野
寺
敏
明

Ｏ

村
長
表
彰

Ｏ
村
長
章

分
団
長
　
　

高
田
重
義

団
員
　
　
　

八
幡
枉
眷

Ｏ
感
謝
状

元
分
団
長
　
坂
本
萬
太
郎

蓬
田
村
・
蟹
田
町
消
防
団

合
同
観
閲
式
表
彰
者

μ
　
　
　

森
　
淳
一

刀
　
　
　
　

森
　
弘
美

り
　
　
　
　
川
内
章
功

り
　
　
　
　

武
井
誠
純

刀
　
　
　
　

細
谷
　
仁

μ
　
　
　
　

村
上
与

志
一

々
　
　
　
　

中
村
　
賢

々
　
　
　
　

中
川
順
一

り
　
　
　
　

越
田
希
悦

り
　
　
　
　

飯
田
政
義

μ
　
　
　
　

久
慈
光
夫

”
　
　
　
　

柿
崎
　
誠

々
　
　
　
　

浜
名
忠
行

μ
　
　
　
　

八
幡
弘
幸

り
　
　
　
　

稲
葉
英
一

○
青
森
県
消
防
協
会
東
青
支
部
長

表
彰
○
支
部
長
章

班
長
　
　
　

木
村
正
毅

団
員
　
　
　

坂
本
信
義

り
　
　
　
　

張
間
数
雄

μ
　
　
　

森
　
淳
一

り
　
　
　
　

木
村
　
修

”
　
　
　
　
工
藤
義
則

々
　
　
　
　

福
井
正

美

″
　
　
　
　

杰
尸
勝
弘

μ
　
　
　
　

川
崎
市
五
郎

μ
　
　
　
　

稲
葉
　
百

Ｏ
団
長
表
彰

○
団
長
章

団
員
　
　
　

坂
本
清
孝

μ
　
　
　
　

藤
本
文
雄

り
　
　
　
　

八
戸
正

治

り
　
　
　
　

細
谷
靖
信
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祭樹植の達私

蓬

川
付

老
人

ク
ラ

ブ
連
介
（

プ
サ

長
山

谷
侫

雄
他

四

門
門
釶
‥
）
で

は
、

縁

を
介

し

題

蜥
と
し

匸
衫

の
汕

本

心
植

樹

を
行

タ

ツ

匸
し
匸
し
、

昨

年
よ

り
準

備

を
進

め
て

き

圭
し

た

が
適

当

な
植
林

地

が
見

勹
か
ら

ず

延

び
延

び

匚

々

つ
て

い

圭

し

た

が
、
・
』
の

た
び
蟹
田

営
林

署

匸
植

林

垉

と
し
て

国
有
林

の
借
川

を

お

願

い
し
ん

と
>　
Jろ
、
匸

快
諾

を

い

た
だ

き
、

し
か

も
老

蝠

者

の
植
樹

と

い
う

’
］
と
て

、
あ

ま
り
遠

く

な

く
道

路
計

い
と

い

う
絶

好

出
場
所

蓬
田
村
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

を
借

り

る

’
』
と

が
で

き
ま
し

た
。

ｆ
乙
的
場
所

は

、
蓬

川
村
大

才

㈲
辺

地
才

㈲

辺
地
山

国
有

抃

二
コ

し
抃

班

３
８

小
班
内

で

、
即
位

は

Ｉ
・

○

○
二

二
臨

二

町

歩
）
、
㈹

辺
地

駅

よ

り

約

長
1
1
肩

所

匚

あ

り

ま

す
。六
日
‥
一

九
、
一
一
〇

囗

力
二

日
四

会

貝

四
〇
釶
‥
の
他

関
係

者

加
出

匸

地
こ

し

ら
え
今

行
か

い
幀
樹

祭

今

价

フ
ば

か
り

と
な

り
ま
し

た
。

六

川
ニ

ト

七
囗

、
村
長

、
助

役
、

収

人

役
、

蝦
名

逸
二

瀛
郡

老
迪
こ

長

、
蟹
田

営
林

署
長

参

列

の
も

と

心
植

圈

祭

今
実

施

い
八

し

土

し

へ

青
ヅ

ヤ
ト

了
会
長

以

ド

門
○
釶
‥

巾
会
貝

と
関

係
酋

今
尚

抑
圧

○

余

ヶ
い‥
の
卜

に
こ

り

、
午
前
レ

特

よ

り

柚

付

け
今
開

始

し
、
員

食

牛
は

さ

み

戸
定

心
午

後

万
時

主
了

陂

札
ち

見

せ

ず
、

卜
、
止

か
ら
孫

へ
と

侫

叫

回
残

ご
う
と
杉

力
…田
本

ぐ
、
○

一
〇
本

今
植

付

け
土
し

八

。
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運動会

小
　
　
　
学
　
　
　
校

六
月
十

日
小
学

校
の

運
動
会

が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

あ

い
に

く
の

曇
空
で

は

あ
り

ま
し

た

が
、
花

火
の

合

図

と
共

に
上

級
生

に
交

じ
り

一
年
生

も
元

気

に
入

場

行
進

を
し

ま
し

た

。

開
会

式
で

校
長

先
生

よ

り

「
日
頃

の
力

を
発
揮

し

て

頑
張

っ
て
く

だ
さ

い
。
」
と
あ

い
さ
つ

が
あ
り
、
来
賓

の
方

々
か
ら
「
張

り
切
り

す
ぎ
て
ヶ

ガ
の

な
い
よ
う

に

し

て
く

だ
さ

い
。」
と

お
祝

い
の
言

葉
か

お
り
求
し
か

。

こ
の

後
、
準

備
体

操

を
し
て

競
技

に

は
い

り
ま
し

た

。

昼
前

か
ら
雨

が
降

り
出
し

ま
し

た
が
、

雨
を

も
の

と
も

せ
ず

、
子

供

た
ち
の
元

気

な
歓

声

が
響

い
て

い

ま
し

た

。

会

4



5

幼
　
　
　
　
　
　
　
　
　
稚
　
　
　
　
　
　
　
　
園

七
月
一
日
、
幼
稚
園
の
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
囗
は
晴
天

に
恵
ま
れ
、
園
児
だ
ら
け
、
あ
か
、

あ
お
、
き
い
ろ
、
み
ど
り
、
ち
も
組
に
分
か
れ
元
気

に
入
場
し
ま
し
た
。
園
長
先
生
、
来
賓
の
方
々
よ
り

二

生
懸
命
頑
張
っ
て
下

さ
い
。
」
と
お
言
葉
が
あ

り
、
皆
ん
な
で
準
備
体
操
を
し
て
競
技
匚
入
り
ま
し

た
。徒
競
走
、
輪
く
ぐ
り
、
平
均
台
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど

の
障
害
競
争
、
遊
ぎ
、
そ
れ
に
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
に
よ
亘

競
争
な
ど
楽
し

い
一
日
を
過

ご
し
ま
し

た
。

運動会

運 動



八
口
‥卜

四

囗
、
中

央
公

民
館

匸

お

い
て
昭

和

九
十

九
年
度

蓬

川
村

成
人

式

が
行
々

わ

札
玉
し

た

。

今

年
度

の
対

象
者

は

七
十

六
人

で
四
レ

ダ
‥
が
出

席

し
土
し

か

。

新

成
人

を
几

表
し

匸
大

宮
昭

人

さ

ん

が
「
誠
実

さ

を
持

ち
常

に
努

力

す
る
人

問

匸
な

り
王
寸
匸

レ
价
‥

い
を
述

べ
ま
し

た

。

’こ
の

朧

、
「
新

成

人

匸

望

辷

ら

の
」

ケ
題

し
て

、
中

里
鳥

校
長
衫

澤
博
先

生

の
記

念
講

演

が
行

な
わ

れ
ま

し
た

。

命
中

沢
蝮

本

口

（
喬
士

坂

本

竜

川

（
進

丁

坂
本

久
美

子

（
朧
）
１
膣

川

徳

丁

（
義

巾
ご
∵

古

田

明

二

郎
丁

二
匚
広

了

（
長

順

）
∴

二
十

忠

孝

（
孝

二

二

二
上

且

仁

（
建

弘
丁

坂

本
土

川

卜

（
敏

士

坂
本

隆
広
（
竹
利

士

坂
本

十
文
（
巌

士

坂
本

江
に
次

（
昭
夫

）
工
」
円
等
（
川

太
郎

）
へ
偶
井

彩
厂

（
慶

造
）

・

長

科

行

本
毀

⑤
（
力
雨

）
・
小

足
利

夫

祝
　
　
　
　
成
　
　
　
　

人

（
勲
∵

武

井

古

広

（
元

二

・

武

井

み

か

册

（
武

治

）

・

郷

沢

大

宮

昭

人

言
ヽ
ツ

ニ

）
・
中

川

ふ

み

广

（
信

義

）
・
福

井

英

一
　
（

匸

一

二

）
・

福

井

明

彦

（
武

）
・

高

出

宏

亨

（
太

平

∵

中

川

康

子

（
良

次

郎

）
・

福

川

良

厂

（
石

松

）
・

畠

山

か

け

（
浅

言

了

小

野

八
代

古

（
宇

一
郎

）

・

瀬

辺

地

高

坂

薤
山

（
常

雄

了

佐

川

一

仁

（
侫

光

万

卞

卜
谷

丁

（
皇

治

子

本

付

直

芙

（
政

成

）
・
木

戸

ゆ

き

子

（
孝

義

）
・

出

中

り

み

イ

（
菫
匸

・

越

川

い

く

え

⊇

二

）
・
飯

田

孝

幸

（
松

蔵

）
・

本

村

明

美

（
石

抂

郎

）
・
山

柏

康

二
・
健
一
一
（
佶

剛

）
・

越

川

止

敏

（
正

二

・
越

田

ま

ゆ

み

（
栄

八

丁

船

橋

直

人
（

飯

田

伝

四

郎

）

剛

広

㈹

久

慈

道

言

（
正

信

∵

久

慈

川

（
隆

二

・

剛
中

．町

卜

（
弘

丁

川

中

張

寛

（

孝

光

）
・
安

川

正

雄

爪
こ

治

）
・

氷

山

陽

一
　
二

二

・

川

中

久

八

丁

（

功

）
・
川

中

平

八

（
京

大

郎

）
・

川

崎

清

彦

（
佶

万

古

付

春

入
（
雎

春

）
・
川

巾

浩

幸
（

卜

衛

）
・

川

中

範

明

（
舘

広

万

人

山

幸

（
吸

光

了

佐

几

仁

了

（
敏

昭

）

・

佐

勹
本

叫

广

テ

ゴ
川

）
・
稲

葉

雅

广

⑤
心
雄

）

玉

松

海

水

浴

場

瞶

天

に

恵

ま

れ

た

七

月

ニ

レ

囗
、
玉

松
海

水

浴
場
開

き
が
行
々

わ
札
玉

し

た
。

今
年

は
今

土
了

万

階

段
式

提

防
の
北

側

匸
に牙
障
者
用

い
ス

ロ

ー
プ

も
完

成

し
、

車
イ

ス

の
圭

ま
で
海

岸

ま
で

降

り
る

’
匸

』

が
で

き

る
よ

う
匚

な
り

ま
し

た
。

今

年

は
昨
年

ま
こ

と
違

い
、

幃

人
の

暑

い
囗

が
続

き
、
連

日
海

水

浴
客

で
賑

い
玉

し
か

。

海

水
浴

場
開

催
期

問

（
七
川
一
二

レ

囗

～

八
月
二

十
日

）
中

匚
訪

寸

れ
た
人
は
、
昨
年
上
り
一
万
人
増

え
約
四
万
人
で
し
た
。

祝成人 ・玉松海水浴場

新
成
人
を
紹
介
し
ま
す

示

ご
盛

言

坂

本

恭

卜

（
武

四

郎

）
・

丁

藤

美

保

丁

（

由

光

）

・

阿

弥

陀

川

几

尸

敏

幸

（

茂

）
・
山

谷

幸

男

（

文

夫

）
・
横

内

夾

樹

丁

（

勝

義

）

ふ
日
木

光

八

酋
｛

光

｝
・
青

木

余

谷
つ
厂

こ
朏

言

三

上

典

八

（
綴

代

二

・

本

村

由

香

利

（
義

弘

）
・
山

谷

繁

美

（

俊

司

∵

沼

田

志

津

汗

（

良

二

・
森

正

（
兼

雄

）

・

蓬

田

蒻

山

登

和

子

（
武

井

茂

男

）
・
柿

崎

広

行

二

郎

言

小

松

正

知

（
直

作

）
・
室

谷

芙

恵

子

（

春

男

）

肩

川

栄

川

汗

（

栄

）
・
匚

藤

幸

先

（
にに犬

上

郎

）

・

氷

鳥

价
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電話局からのお知らせ

▼11月28日伽２時(予定)から

市内局番が２ケタになり

上磯内の通話は市外局番なしの

６ケタダイヤルでっながります

テレ 太 君 の

オレンジ ライン

６ヶ タダイヤ ルを。

●はがき･カレンダーなどへの電話番号印刷はつぎを参考に。

局　　 名
(新)
市 外局番

(新)

市内局 番

(変 りなＵ

加 入 者 番 号

蟹　　　 田

回国回国

②② ×　×　×　×

陸奥　平館 ②⑤ ×　×　×　×

陸奥　蓬田 ②⑦ ×　×　×　×

今　　　 別 ③⑤ ×　×　×　×

袰　　　 月 ③⑥ ×　×　×　×

三　　　 廐 ③⑦ ×　×　×　×

竜　　　 飛 ③⑧ ×　×　×　×

戦没者慰霊祭・クリーンアップ

,０ ，蟹田電報電話局

八
月
二
十
一
日
午
前
十
時
よ
り

玉
松
台

に
お
い
て
、
昭
和
五
十
九

年
度
戦
没
者
慰
霊
祭
が
開
催

さ
れ

ま
し
た
。

名
勝
地
玉

松
台

に
読

経
が
流

れ
、
村
長
の
祭
文
奉
呈
、
遺
族
会

代
表
、
来
賓
の
方
々
の
祭
詞
奉
呈

に
続
き
、
村
内
有
志
婦
人
に
よ
る

御
詠
歌
が
流

れ
る
中
、
出
席
者
全

員
で
焼
香
し
、
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

七

月
十

七
日

、
蓬

田
製

材
所

か

ら

玉

松

海

水

浴

場

ま

で

の

海

岸

と

、
玉

松

海
水

浴
場

、
玉
松

台

上
、

老
人

憩

の
家

の
周
囲

の

清
掃

が
行

な

わ
れ

ま
し

た
。
海

岸

の
清

掃
は

役
場

職
員

、
玉

松
台

上

、
海
水

浴

場

、
老
人

憩

の
家
の

清
掃

は
、
高
令

者
教

室

に
参
加

し

た
老

人

ク
ラ

ブ

会
員

と

婦
人
会

員

の
手

に
よ

っ
て

行

な

わ
れ
、

見
違

え

る
程

き
れ

い

に
な
り

ま
し

た

。
又
、

婦
人

会
員

の
手

に
よ
り

老
人

憩

の
家

の
前
庭

に
（

マ
ナ
ス

の
花

が
植

え

ら
れ

ま

し

た
。

戦
没
者
慰
霊
祭
開
催

ク
リ

ー
ン

ア
ッ
プ

▼上磯内の通話のかけ方

市外局番　　市内局番　　加入者番号

劭誚原 訌　　　○○　　－　××××
一 一
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交
通
事
故
Ｏ
は
僕
た
ち
で
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
六
月
十
七
日
の
日

曜
日
第
五
回
交
通
安
全
駅
伝
大
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
交
通
安
全
に
対
す

る
知
識
を
広
め
、
村
内

か
ら
交
通

事
故

を
追
放
し
、
青
少
年
の
健
全

育
成
や
体
力
づ
く
り
を
目
指
し
昭

和
五
十
五
年
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。参
加
チ

ー
ム
は
各
部
落
の
子
供

会
が
ハ
チ

ー
ム
、
青
年
会

が
ハ
チ

Ｉ

ム
で
、

青
年
会

が
九
時

三
十

分

役
場
前

を

ス

タ
ー
ト

し
、
中

沢

で

折

り
返

し

て
高
根

へ
。
高

根

か
ら

玉

松

ま
で

の
コ

ー
ス

、
子

供
会

は

高
根

を
十

一
時

に
高
根

の

バ
ス

停

留

所
前

を

ス

タ
ー
ト
し

玉
松

ま

で

の
コ

ー
ス

を

ゴ
ー
ル

を
め

ざ
し

、

タ
ス

キ
の
リ

レ
ー
を
行

な

い
ま
し

た
。
昨
年

の

蓬
田
チ

ー
ム

に
次
ぎ

、

今

年

は

瀬

辺

地

チ

ー

ム

が

青

年

会

、
子

供
会

と
も

優
勝

と

な
り

ま

し

た

。

(区間賞)

区 氏　　　 名 タ イ ム

青

年

会

の

部

１ 久　慈　 勝　義 13分22秒

２ 大　 川　 誠　 治 13分14秒

３ 中　 村　大　 八 14分39秒

４ 越　田　 富士夫 14分59 秒

５ 古　 川　武　 利 14分17 秒

６ 山　館　 健　 司 4分22 秒

７ 田　 中　 りみ子 4分50 秒

子

供

会

の

部

１ 越　田　 賢　 吾 7分19 秒

２ 八　戸　　　 怜 4分15 秒

３ 小　 鹿　 綾　 子 6分19 秒

４ 武　 井　 則　 子 3分02 秒

５ 武　 井　 友　 克 5分29 秒

６ 越　 田　 浩　栄 5分08 秒

７ 久保田　 幸　子 4分03秒

８ 角　 山　 桂　一 5分20秒

アベック優勝の瀬辺地チーム

順位 チ ー ム 名 タ　 イ　ム

青

年

会

の

部

１ 瀬 辺 地 青 年 会 1時 間23分51 秒

２ 広 瀬 青 年 会 1時 間24分49 秒

３ 阿弥陀川青年会 1時 間27分23 秒

４ 高 根 青 年 会 1時 間27分27 秒

５ 蓬 田 青 年 会 1時 間28分51 秒

６ 長 科 青 年 会 1時 間34分57 秒

７ 郷 沢 青 年 会 1時間35 分14 秒

８ 中 沢 青 年 会 1時間36 分43 秒

子

供

会

の

部

１ 瀬 辺 地 子 供 会 42分50 秒

２ 郷 沢 子 供 会 44分20 秒

３ 広 瀬 子 供 会 44分26 秒

４ 蓬 田 子 供 会 44分48 秒

５ 阿弥陀川子供会 44分57 秒

６ 長 科 子 供 会 45分24 秒

７ 中 沢 小 供 会 46分20 秒

８ 高 根 子 供 会 46分44 秒

交通安全駅伝大 会

成　 績　 表

8

交
　

通
　

安
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駅
　

伝
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会



七

月
二

十

九
日
蓬

田
村

総
合

グ

ラ

ン
ド

で
村
民

体
育

大
会

が
開

催

さ

れ
ま
し

た

。
晴
天

に
恵

ま

れ
、

子

供

か
ら

お
年

寄

り
ま

で
、
千

五

百

人
の
村

民

が
参
加

し

ま
し

た

。

九
時

三

十

分

花

火

の

合

図

と

共

に
、
入

場
行

進

が
始

ま
り
、

午
後

三
時

ま

で
総

合
優

勝

め
ざ
し

、
リ

レ

ー
、
つ

な
引

き
、

障
害
競

争

。

さ

ら
に
は

応
援

に
と
楽

し

い
一
日

を
過

ご
し

ま
し

た
。
熱

戦

の
結
果

、

総
合
優

勝

は
昨
年

に
続

き
阿

弥
陀

川
チ

ー

ム
が
獲

得
し

、
今
年

か
ら

新
設

さ

れ
た
村

民
会

議
会
長

杆

を

決

め
る
子

供
会

つ
な
引

き
は

郷
沢

子

供
会

が
獲
得

し

ま
し

た
。

村
民
体
育
大
会
開
催

成　　 績　　 表

優　 勝　杯 腫　　　 囗 優　　 勝

総　　　　　 合 阿 弥 陀 川

村　　 長　　 杯 部落対抗リレー 阿 弥 陀 川

村 議 会 議 長 杯 部落対抗っな引き 郷　　　　沢

農|泓 組 合 長 杯 婦 人 田 植 え 広　　　 ㈲

漁 協 組 合 長 杯 青 年 団 総 合点 ㈲　 辺　 地

商 工 会 長 杯 母 親 二 人三 脚 蓬　　　 田

農業共済組合長杯 高 校 生 リレ ー 阿 弥 陀 川

土地改良区理事長杯 職場対抗リレー
高張

モンキーズ

消 防 団 長 杯 消防団員リレー 郷　　　 沢

蟹田ライオン ズ
ク　ラ　ブ　 杯

幼利園児リレー 長　　　 抖

教　 育　長　 杯 子 供 会 リレ ー 長抖子供会

公 民 館 長 杯 高 齢 者土 入 れ 広　　　 ㈲

体 育 協 会 長 杯 成 人 リ レ ー ㈲　 辺　 地

村民会議会長杯 子供会っ な引き 郷沢子供会

村民体育大会9



「
失
敗
の
す
す
め
」

「
青

年
団

や

ね
な
。

人
覚

え

る

し

、
仲

間
で

き

る
ど
。
」

と
、
Ｓ

さ

ん
が
言

い
ま
し

た
。

Ｔ
つ
～

ん
。
名

前

貸
し

て

お
ぐ
。
」

と
、
そ

の
場

は
気

の
乗

ら

な

い
私

の
返

事

だ

っ
た
け

ど
、

一
年

経
っ

て
時

の

流

れ
の
早

さ
と

と

も

に
、

挟

い
所

し

か
見

え
な

か
っ
た

も
の

が
何

か
一
歩

も
の

の
見
方

が
広

が

っ
た
よ

う

に
思

い
ま
す

。

私

は

、
自

分
で

「
身

勝
手

だ
な

あ
」

と
思

い
ま
す

。
機
嫌

で
人

当

り

が
変

わ
っ

た
り

、
つ

き
あ

い

が

煩
し

く

な

っ
た
り

、
口

を
き

き
た

く

な
く

な

っ
た
り

、
自
分

で

あ
き

れ
る
く

ら

い
で

す
。

青
年

会

に
入

り
、

あ

り
か

た

い
と
思

う
の

は
こ

ん
な
気

む
ず

か
し

い
私

に

も
仲

間

が
い
る

″
払
達

”

と

い
う
感

じ

が

持
て

る
こ
と
で

す

。
団

体
の

匸
貝

と
し

て
行

動
で

き

る
、

そ
れ

は
学

校

が
終

る
と
職

場

は
別

と
し
て

味

わ
え
な

い
素
敵
な
ｙ
二
一
だ
と
思
う
。

思

え

ば
、
青

年
団

活
動

は
チ

ュ

ー
（

イ

の
よ

う

に
さ
わ

や

か
で

、

ビ
ー
ル

の
よ

う

に
水

口
苦

く

、
囗

本
酒

の

よ
う

に
奥

が
深

く
、
心

か

ら
酔

わ

せ
て

く

れ
ま
す
。

そ

ん
な

素
敵

な
青

年
団

に
年

々
人

が
減
っ

て

い
る

と
聞

き
ま

す
。
若

者

は
本

人

の
意

志

に
拘

わ
ら
ず
県

外

へ
就

職

を
余
儀

な

く
さ

れ
、
特

に
上
磯

の
人

は
青

森
市

内

で

も
汽

車

通
と

い
う
こ

と
で
敬

遠

さ

れ
る
そ

う
で

す

。
ま

た
車
社

会

の
発
達

で
町

が

身
近

に
な

り
、
様

々

な
物

を
我

々

に
も
た

ら
し

、
そ

の
中

に

は
青
年

団
以

外

に

も
素

敵

な

サ
ー

ク
ル
活

動

も
あ

る
だ

ろ

う
。
ｙ
ごっ
見

る

と

若

者

は
激
し

く
地
域

の
事
情

に
制

約

さ

れ
、
時
代

に
流

さ
れ

る
。

そ

れ
を
社

会

の
不

正

と

は
言

え
な

い

け
ど
、

常

に
問
題

意
識

を
持

ち

、

不
正

に
対
し

て

は
怒

り
、
自

ら

今

向

上

さ
せ

よ

う
と
す

る
情
熱

は
持

ち
た

い
も

の
で

す
。

そ

れ
が
地
域

の
た

め
、
仲

間

の
た

め

に
つ
な

が

る
と
思

う

の
で

す
。

青
年

は
、
不

安
定

で
単
飩

で
未

熟

で

す
。

で

も
大

人

に
な

い
ユ

ニ

ー

ク
な
独

創
力

が
あ

り
ま

す
。
大

人

か
ら
見

れ
ば

、

バ
カ
げ

た
発
想

か

も
し

れ
な

い

が
常
識

や
経

験

に

と

ら
わ

れ
な

い
発
想

が
今

、
必
要

な
の

で

は
な

い
だ
ろ

う

か
。

青
年

は
失

敗

し
ま

卞
。

つ
ま

ず

き
、

挫
折

し

ま
す
。

し

か
し
、

そ

れ

を

バ
ネ
に
ク

ン

ダ
ン
伸

び
て

い

き

ま
す
。
す

べ
て
試
行

錯
誤

で

す
。

こ

れ
は
私

に
強

く
言

い
た

い
こ
と

で

す

が
、

挫
折

を
恐

れ
る
な

、
大

き

く
失

敗

し

よ

う
。

君

た
ち

は
チ

ャ

レ
ン

ジ
ャ

ー
な

の
だ

か

ら
。

私

は
何

一

つ
新
し

い
も
の

の
な

か
っ
た

囗
常

に
、
人

生

奄
旅

と
す

れ
ば
青
年

団

と

い
う
素

晴
し

い
寄

り
道
仝
し

、
活

動

夲
｝通
し

て

一
人

で

は
生

き

ら
れ
な

い
、

み

ん
な
の

世

話

に
な

っ
て

い
る
の

だ

な
あ
、

と

改

め
て
気
付

く
の
で

す

。

み

ん
な
、

フ
ァ

イ
ト

々
‥

讀
み
た
き
も
の
思
い
て
耒
し
わ
が
命

と
わ
な
る
ご
と
き
こ
の
た
そ
が
れ
は

目
ざ
む
れ
ば
今
朝
ま
た
白
き
「
今
日
」
と
い
ふ

眞
新
し
き
日
を
天
よ
り
貰
ふ

何
も
せ

ぬ
こ
と
の
だ
の
し
さ
美
容
師
に

く
る
く
る
吾
の
髪
巻
か
れ
ゐ
て

△
撒
布
せ
し
土
に
春
光
の
押
し
照
り
て

畑
の
雪
は
響
き
つ
つ
消
ゆ

△
春
苗
を
作
ら
し
て
し
て
鍬
く
畑
の

エ
ン
ジ
ン
の
九日
の
響
き
は
軽
し

△
は
っ
か
萌
ゆ
種
子
苗
箱
に
蒔
き
に
っ
っ

祈
る
心
に
土
ふ
り
添
へ
る

△
薄
陽
差
す
育
笛
（

ウ
ス
覗
き
し
に

稲
の
芽
青
く
伸
び
立
て
る
は
や

△
風
な
れ
ど
日
差
し
あ
つ
め
て
熱
は
ら
む

稲
苗
の
（

ウ
ス
の
裾
ひ
ら
き
を
り

△
耕
耘
に
施
肥
に
励
み
し
一
日
ぞ

夕
映
え
淡
し
（

ウ
ス
閇
し

ぬ

（
以

上

六

句

吉
崎
慶
次
郎
作
）

ヤングメッセージ・折々の歌

談話室
ヤングメッセージ　№35

佐井浩行・21歳　　　広

瀬

折
々
の
歌

1

0



蓬

田

村

地

内

国

有

林

に

治

山

ダ

ム

ニ

基

完

成

発
注
者
　
蟹
田
営
林
署

○
治
山
ダ
ム
の
目
的

溪
岸
浸
蝕
の
防
止
と
不
安
定
な

状
態
に
あ
る
土
砂
の
流
出
を
防
止

し
て
下
流
の
農
耕
地
や
住
宅
及
び

公
共
施
設
へ
の
災
害
を
防
止
す
る

終
戦
当
時
の
引
き
揚
げ

者
の
方
々
へ

通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返
し
し

て
い
ま
す
。

税
関
で
は
、
お
預

か
り
し
て
い

る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を
お
返

し
し
て
い
ま
す
。

○
終
戦
後
、
外
地

か
ら
引
き
揚
げ

て
こ
ら
れ
た
方
が
、
上
陸
港
の
税

関
、
海

運
局

に
預

け
ら

れ
た

通

貨
・
証
券
な
ど

○
外
地
の
集
結
地

に
お
い
て
総
領

事
館
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
証
券
の

う
ち
日
本
に
送
り
返
さ
れ
た
も
の

返
還

の
申

し
出

は
、

ご
本

人

ば

か
り
で

な

く
、

ご
家
族

の
方

で

も

’結

構
で

す
。

お
心
当

た
り

の
方

は

〒
○

三
〇

青
森

市
青

柳

一
丁

目

１
番

１
号

青

森
税

関
支

署

電

話
　

三
四

―
○

七

八
〇

へ
お
問

い
合

わ

せ
く

だ

さ
い
。

仕
出
し
に
つ

い
て

○
一
般
の
家
庭
や
会
社
、
公
民
館

な
ど
で
仕
出
し
を
う
け
る
と
き

一
人
分
の
料
金
が
二
、
五

ご

〔

○
○
円
を
こ
え
る
と

Ｉ
〇

％
の
税
金
が
か
か
り
ま
す

〕

次
の
場
合
は
税
金
が
か
か

り
ま
せ
ん

一
般
家
庭
等
で
の
、
結
婚
式
当

日
の
披
露
宴
用
求
た
は
、
葬
式

当
日
の
法
事
用
の
仕
出
し
に
隕

り
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

○
仕
出
し
店
等
か
ら
旅
館
、
ホ
テ

ル
等
で
仕
出
し
を
う
け
て
結
婚

披
露
宴
な
ど
を
す
る
場
合
。

仕
出
し
店
の
宴
会
場
で
結
婚
披

露
宴
な
ど
を
す
る
場
合
。

一
人
分
の
料
金
が
二
、
五

（

○
○
円

を
こ
え
る
と

Ｉ
〇

ご

％
の
税
金
が
か
か
り
ま
す

心

瀬辺地小川平治山ダムニ

(長さ28m ・高さ4m* 体積213m')

た
だ
し
、
遊
興
（
酌
婦
）
を
伴

う
場
合
は
、
全
額
税
金
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

※
料
理
飲
食
等
消
費
税
・
そ
の
他

県
税

に
つ
い
て
の
ご
質
問
・
ご

相
談
は
、
お
気
軽
に
県
税
事
務

所
へ
ど
う
ぞ
。

青
森
県
税
事
務
所
　
間
税
課

電
話
　
七
七
局
一
四
九
三
番

貸
金
業
者
の
皆
様
へ

昨
年
の
貸
金
業
関
連
法
律
の
成

立
に
伴
い
、
貸
金
業
を
営
む
者
は

登
録
を
受
け
る
こ
と
が
必
要

に
な

り
ま
し
た
。

昭
和

五

十
九
年

十

一
囗
‥
以
後

無

登
録

で
営

業

を
行

っ

た
者

は
三
年

以
下

の

懲
役

、
三
百

万

円
以
下

の

罰
金

に
処
せ

ら

れ
ま

す
。

県
で

は
左

期

の
日
程

に
よ

り
貸

金
業

移

動
合

録
申

請
受

付

を
実

施

い
た
し

ま

す
の
で

今

後

も
営
業

継

続

の
予

定

の
者

は
咎
会

場

に

お

い

て
申

請

を
行

う

上

う
に
し

て
下

さ

記

青

森
地
区

期

日
　

昭
和

五

九
年

十
月

十

一
日

時

間
　

午
前

十

時
～

午
後

四

時

場

所
　

青

森
商

工
会

議
所

地

下

中
会

議
室

名
称
変
更
の
お
知
ら
せ

大
蔵
省
東
北
財
務
局
青
森
財
務
部

臼

大
蔵
省
東
北
財
務
局
青
森
財
務
事

務
所青
森
市
新
町
ニ

ー
四
－

二
五

青
森
合
同
庁
舎
三
Ｆ

二
二
１
一
四
六
一

青
森
行
政
監
察
局

臼

青
森
行
政
監
察
事
務
所

青
森
市
新
町
二
ｉ
四
Ｉ

三
九

青
森
合
同
庁
舎
四
Ｆ

三
四
－

三
三
五
四

行
政
苦
情
一
一
〇
番

○
一
七
七
ｉ

三
五
－

一
一
〇
〇

お知らせ

蓬田川治山ダム

（長さ75m・高さ5m・体積1,046㎡）
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戸籍の窓口・村民文芸欄

戸籍の
窓　口

(蓬田村の人口:4,477 人)

３月・４月・５月受付分

木村つばさ　（陸奥夫・２女）

三上由美子　（博道・３女）

武井　達志　（金善・長男）

森　みどり　（秀夫・長女）

小林　　豪　（秀勝・２男）

田中　利樹　（由弘・長男）

坂本　彩音　（勝教・長女）

廣田　祐樹　（昭弘・長男）

東洋　愛里　（柳一・２女）

八戸　智也　（武徳・長男）

川内　智浩　（浩　・長男）

小鹿　妙子　（:正博・２女）

田中　優子　（喜代吉・長女）

小鹿　麗子　（誠　・長女）

北川　啓太　（冶　・長男）

本浪　　碧　（登　・長女）

越田真理子　（春美・長女）

八戸　優輔　（久志・長男）

倉谷　昌臣　（一仁・長男）

（ 福井　　等　（郷沢）

杉田　正子　（青森市）

（松本　浩義　（瀬辺地）

小室　早苗　（宮城県）

（ 川崎　賢治　（広瀬）

小田切優子　（青森市）

（ 津島　俊則　（蓬田）

鎌田須美子　（青森市）

（ 柳谷　隆男　（蟹田町）

越田　昌子　（広瀬）

（ ふ鹿　孝敏　（長科）

成田奈尾美　（鶴田町）

（ 石塚　嘉秀　（神奈川県）

八戸美智子　（阿弥陀川）

（ 吉田　徳幸　（中沢）

木戸　塚子　（三厩）

（ 久慈　一司　（広瀬）

加藤美智子　（平内町）

（ 小鹿　泰三　（長科）

蝦名　栄子　（青森市）

（坂本　一二　（中沢）

長岡かおる　（神奈川県）

（
以
上
六
首
　

吉
崎
勝
三
郎
作
）

山
彦
の
よ
う
に
返
ら
ぬ
子
の
返
事

若
人
よ
努
力
が
実
る
チ
ャ
ン
ス
あ
り

揺
ぎ
な
い
國
體
軸
に
國
栄
え

相

談

は
、
無

料
で

口
頭

、
電

話
、

手

紙

の

い
ず

れ
の
方

法
で

も

か
ま

い
ま

せ

ん
。
相

談

を
受

け
た
行

政

相
談

委
員

は
、

秘
密

を
守

り
親

身

に

お
世
話

す

る
こ

と
に

な
っ
て

お

り

ま
す

。

相

談

の
内

容

は

、
役
所

の
仕

事

に
関

す

る
こ

と
で

あ
れ

ば
何

で
も

毎
日
の
夢

が
脹
む
子
の
成
長

三
歳
児
カ
メ
ラ
の
前
に
（

イ
ポ
ー
ズ

学
童
の
声
木
霊
し
て
運
動
会

室
谷
　
清

住
所
　
蓬
田
村
大
字
蓬
田

電
話
　
蓬
田
ニ
ニ

ー
○
番

役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、

納
得
が
い
か
な
い
…
…
…
…
…

困
っ
て
い
る
…
…
…
…
…
…
…

要
望
し
た
い
…
…
…
…
…
…
…

こ
と
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お

気
軽
に
御
相
談
下

さ
い
。

と
　
き
　
十
月
十
五
日
～
十
七
日

十
時
～
三
時
ま
で

と
こ
ろ
　
蓬
田
村
中
央
公
民
館

（ 内山　　 悟　 （黒石市）

山本富士代　 （蓬田）

（ 草間　　 徹　 （神奈川県）

青木千江子　 （阿弥陀川）

（ 小林　 幸市　 （新潟県）

八幡美奈子　 （高根）

（ 武井　 義明　 （蓬田）

安田美佐子　 （鰺ヶ沢町）

（ 張間　　 智　 （長科）

張間　　 恵　 （長科）

川
　
　
　
柳

総
務
庁
で
は
、
住
民
の
行
政
に

関
す
る
苦
情
等
の
相
談
に
応
じ
、

そ
の
解
決
を
手
助
け
す
る
た
め
、

次
の
方
を
「
行
政
相
談
委
員
」
に

委
嘱
し
て
お
り
ま
す
。

村
民
文
芸
欄

○
青
森
行
政
監
察
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

よ
く

、
例

え

ば
、
登

記

・
年

金

・

保
険
・
道

路
・
河

川
等

に
つ

い
て
、

役
所

の
仕

事

が
遅

い
、
不

親
切

だ
、

納
得

で

き
な

い
、
法

律

や
手

続

き

が

わ
か

ら
な

い
等
、

日
頃

お
困

り

に
な
っ
て

い
る
こ

と
、
不

満

に
思

っ
て

い
る
こ
と
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

◇
　

◇
　

◇
　

◇
　

◇
　

◇

（ 山口　 智昭　 （広瀬）

竹谷美奈子　 （中里町）

（ 成田　浅道　 （今別町）

福井　一子　 （郷沢）

咼松　 夕牛　（甲沢・78M)

坂本　 静江　 仲 沢・55 歳 ）

高田　 三雄　 （郷沢・76 歳 ）

簗田　 與吉　 （広瀬・72 歳 ）

行

政

相
談

所
の

開
設

○お誕生おめでとうございます

○ご結婚おめでとうございます

○お悔やみ申し上げます
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